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　　　アオ コ 構成藍藻におけるミクロ シ ス チ ン毒性株 の 解析
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【目 的】

　湖沼にお ける毒 性アオ コ の 発生 は 、 世界 中で深刻な環境問題 となっ て い る。毒性藍藻の 検出

は主に化学的及び免疫学的な手法によるミクロ シス チン の検出により行われて い る。しかし、
これ

まで に 60種以上 の構造の 異なるミクn シス チ ン が同定されており、
これ らの 方法による検出には問

題があると考えられ てい る。近年 、 ミクロ シ ス チ ン 合成遺伝子 が解明されたことから毒 性株を遺伝

情報を用い て簡便に検出することが可能となっ てきた。しか し湖沼環境におけるミクロ シ ス チン毒

性株発生機構に つ い てはほとんど分か っ て い ない
。 本研究で は 2002 年に 日本各地で発生 したア

オ コ を採取し、 遺伝情報 による毒陸株の 発生状況を調査するとともに毒陸株の ミクロ シ スチ ン 合成

遺伝子群の 遺伝子構造の 解析を目的とした。

【方 法】

　アオ コ は昆陽池 （兵庫県伊丹 市）、 阿木川ダム （岐阜県恵那 市）、 諏訪湖 （長野県）、塘路湖 （北

海道川上郡）より採取した。アオ コ か らの ミクロ シ ス チン 合成遺伝子 （mcyC 、
　mClyB −C 、　m （yGfi ）の

検出は特異的なプライマ
ー

セ ットを用い た PCR によりおこなっ た。単藻株はアガロ
ース 平板法によ

り分離し、単藻株か らの m （IY遺伝子検出は mcyG プn 一ブによるゲノミックサザン ハ イブリダイゼー

シ ョン により行っ た。 ミクロ シ ス チン合成遺伝子群 σ）遺伝子構造は 、 各遺伝子 間に設定したプライ

マ ーセ ットによるPCR により解析した 。

【結果と考察】

　アオ コ ゲノム DNA の PCR．解析の 結果、 昆陽池、 諏訪湖及び塘路湖より得られたサンカ レでは

何れの 〃κcy遺伝子の 増幅バ ン ドも認められた 。

一
方 、 阿木川ダムの アオ コ で は増幅シ グナル が弱

く、また mcyB −C の 増幅バ ン ドは観察されなか っ た。阿木川 ダムで はアオ コ 中の毒性株の割合が低

い か 、 あるい は合成遺伝 子の 相同性 に違い がある可能性が考えられ た 。 そこ で 単藻株を分離し、

ゲノミッ クサザン解析したところ、mc ）V（［｝（＋）株の 割合は昆 陽池 14株／64 株 、 阿木川ダム 0 株／20

株 、 諏訪湖 4株／30株、塘路湖 1株／20株で あっ た 。 このことは阿木川ダムで はアオ コ 中の 毒性

株の 割合が低い こと示 してい る。現在、得られた 〃1cy（K＋）株の ミクロ シス チン合成遺伝子群の 遺伝

子構造の 解析を進めて い る。
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